
経営比較分析表（令和4年度決算）
北海道芦別市　芦別病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 民間企業出身 学術・研究機関出身 60 39 - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 13 - ド 透 訓 救 輪 - - 99 【】

- 年度 - 年度 - 年度

26 81

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

11,976 12,574 第２種該当 - １０：１ 55

Ⅰ 地域において担っている役割
 当院は、市内唯一の救急告示病院及び一般病床を有している公立病
院であり、医療過疎地域における基幹病院として市民生活に欠かす
ことのできない必要な医療を確保し提供するとともに、市内におけ
る医療体制を維持するために、現有の医療資源を最大限活用しなが
ら必要な入院・外来・救急医療の確保に努めている。また、新型コ
ロナウイルス感染症患者の受入病床（２床）を確保しているほか、
発熱者等診療・検査医療機関として指定を受けているなど新型コロ
ナウイルス感染症の協力医療機関としての役割も担っている。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 72.7 76.2 74.3 76.5 81.8当該値 84.1 90.6 93.0 95.4 102.2 当該値 52.7 65.3 65.0 66.0 68.7当該値 65.8 70.1 67.6 69.6 74.2

平均値 84.0 84.3 73.8 75.5 74.6平均値 97.2 96.9 100.7 103.6 101.9 平均値 70.1 70.4 62.3 62.1 60.2平均値 80.4 80.6 69.9 71.6 70.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　医師引き揚げによる常勤医師不足及び新型コロナウイルス感染症
の影響があったものの、入院及び外来とも収益が増加したことによ
り、累積欠損金比率は前年の94.1％から78.8％と大きく減少した。
また、引き続き総務省による経営アドバイザーから受けた助言に基
づき増収策を行い、入院患者及び外来患者１人１日当たりの単価は
増加するなど一定の改善は図られた。今後も、医師、看護師等の医
療職員の確保に努めるとともに、収益の確保及び費用の削減に努
め、経営の健全化及び安定化を図る。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04  院舎は建設から３５年以上経過していることによる老朽化が進み、
耐用年数に近づいていること、及び医療機器等も使用可能なものは
耐用年数を過ぎても更新していないことから①有形固定資産減価償
却率、②器械備品償却減価償却率が類似病院の平均値よりも上回っ
ている。また、病床数が院舎建設時と比べ、現状半分以下となって
いて、１床当たりの院舎分減価償却費が大きくなっていることか
ら、③１床当たり有形固定資産減価償却率が類似病院の平均値より
も上回っている。今後、院舎については建て替えの予定はなく、医
療機器等については、計画的な維持修繕、医療機器等の更新を図っ
ていかなければならない。

R04 H30 R01 R02

17.7 17.6 17.8 16.5 14.966.1 当該値31,644 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 34,924 35,788 27,227 28,176

67.8 65.2 70.0 70.39,521 10,155 10,705 10,698 10,719 当該値

10,244 10,602 9,509 9,548

当該値 25,751 26,755 27,668 29,364

15.1

2. 老朽化の状況

全体総括

 経営状況については、前年と比較して改善は図られているものの依
然として厳しい状況であり、多くの比率において類似病院の平均値
を下回っているが、令和３年度から新たに置いた事業管理者のも
と、その特性を生かした更なる病院運営及び経営改善に向けた取組
を進める。
　今後も引き続き、費用削減を図るため、医療材料の共同購入によ
る材料費の削減、経費の節減など経営の健全化に努める。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

75.4 平均値 17.7 17.5 15.7 14.69,992 平均値 63.7 63.3 77.7 75.729,348 平均値

R03 R04

当該値 91.3 93.2 99.8 94.1 78.8 当該値 72.8

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

55,783,520 56,974,788 57,175,101 57,406,313

平均値 117.1 120.5 136.0 131.3 133.6

78.7 80.1 82.0 81.2 当該値 43,678,74473.3 74.8 76.5 77.3 当該値 80.9

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,330,999 43,068,047 44,341,948平均値 71.4 71.7 72.5 72.3 72.0平均値 54.1 54.6 56.9 58.3 59.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

④病床利用率(％)
【66.8】
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③修正医業収支比率(％)
【83.7】
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②医業収支比率(％)
【86.4】
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①経常収支比率(％)

【103.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.4】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

③１床当たり有形固定資産(円)
【49,963,977】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【25.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.6】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【17,600】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【61,837】
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⑨累積欠損金比率(％)
【63.0】


